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腐食実験による実機の腐食損傷原因の検討 
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失敗事例のタイトル 
ステンレス鋼容器の溶接部での脆化割れ 

一次原因（材料要素） 
水素脆化 

機種 
容器 

部品 
容器溶接部 

材料 
304ステンレス鋼 

概略の寸法 
 

損傷発生時の状況 
常温の炭化水素、還元剤を取り扱う 304ステンレス鋼製容器の溶接部に亀裂発生した。 
 

調査内容とその結果 
割れは溶接部近傍の粒界割れであった。流体中には塩化物が 23000ppm 含まれており、当初塩化物応力腐食割
れと判断した。実機中にての電位測定、実液による電位制御・低歪み速度引っ張り試験を実施した結果、割れ

形態が再現され、還元性環境下での水素脆性と最終判断した。 
 

損傷発生のシナリオ 
製品着色防止のための還元剤の影響で、特定の電位域となり水素脆化を起こした。 
 

対策（損傷発生時にとられた対策あるいは現在とるべきと考えられる対策） 
pH－電位図上、ｐＨを高くするなど安全域への設定を検討 

教訓 
還元剤の影響による腐食損傷を起こすことがある。 

備考 
 

失敗の主要因 
 

誰が判断した結果生じた失敗と考えられるか 
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